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〔　要　　約　〕
本研究の目的は、幼稚園における保育実践が「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」のどの姿に繋
がる活動となっていたのかを評価する表、つまりカリキュラム評価表を作成し、そのカリキュラム・マ
ネジメントへの有効性を検討することであった。結果として、カリキュラム評価表により、幼児の育ち
に対する園活動の役割を質的・量的に可視化することができ、よって、カリキュラム・マネジメントに
おける評価の一環として行う意義を有することが確認された。
Ⅰ　問　題
１．カリキュラム・マネジメントについて
平成29年告示の幼稚園教育要領（2017）１）の施行に
より、平成30年度から各幼稚園においては、カリキュ
ラム・マネジメントの実施が求められることとなった。
幼稚園教育要領（2017）１）では、カリキュラム・マネ
ジメントを「全体的な計画にも留意しながら、『幼児
期の終わりまでに育ってほしい姿』を踏まえ教育課程
を編成すること、教育課程の実施状況を評価してその
改善を図っていくこと、教育課程の実施に必要な人的
又は物的な体制を確保するとともにその改善を図って
いくことなどを通して、教育課程に基づき組織的かつ
計画的に各幼稚園の教育活動の質の向上を図っていく
こと」とし、幼稚園運営上の留意事項には、「各幼稚
園が行う学校評価については、教育課程の編成、実施、
改善が教育活動や幼稚園運営の中核となることを踏ま
え、カリキュラム・マネジメントと関連付けながら実
施するよう留意するものとする」と記されている。ま
た、幼稚園教育要領解説（2018）２）においては、カリ
キュラム・マネジメントの実施に関して「その幼稚園
における教育期間の全体にわたって幼稚園教育の目的、
目標に向かってどのような道筋をたどって教育を進め
ていくかを明らかにするため、幼稚園教育において育
みたい資質・能力を踏まえつつ、各幼稚園の特性に応
じた教育目標を明確にし、幼児の充実した生活を展開
できるような計画を示す教育課程を編成して教育を行
う」こと、「編成、実施した教育課程が教育目標を効
果的に実現する働きをするよう、教育課程の実施状況
を評価し、改善を図ること」と記されている。そして、
「教育課程の編成、実施、改善は教育活動や園運営の
中核となることを踏まえ、教育課程に基づき教育活動
の質の向上を図るカリキュラム・マネジメントは学校
評価と関連付けて実施することが重要である」とされ
ている。無藤（2017）３）は、カリキュラム・マネジメ
ントを進めるにあたってのポイントをFIGURE１のよ
うに解説している。
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①各領域のねらいを相互に関連させ、「幼児期の終わり
までに育ってほしい姿」や小学校の学びを念頭に置き
ながら、子どもの調和のとれた発達を目指し、幼稚園
等の教育目標等を踏まえた総合的な視点で、その目標
の達成のために必要な具体的なねらいや内容を組織す
ること。
②教育内容の質の向上に向けて、子どもの姿や就学後の
状況、家庭や地域の現状等に基づき、教育課程を編成
し、実施し、評価して改善を図る一連のPDCAサイク
ルを確立すること。
③教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、
家庭や地域の外部の資源も含めて活用しながら効果的
に組み合わせること。
FIGURE１　カリキュラム・マネジメントを進めるにあたってのポイント
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カリキュラム・マネジメントという用語は平成29年
告示の幼稚園教育要領（2017）１）で登場した用語では
あるが、教育課程を編成し、その実施状況を評価し、
その改善を図っていく点に関しては、従来、各幼稚園
で実施されてきたところである。平成30年度から新た
に求められるところとなった点として注目すべきとこ
ろは「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏ま
え教育課程を編成する点であろう。
２．「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」について
幼 稚 園 教 育 要 領（2017）１）、 保 育 所 保 育 指 針 
（2017）４）、幼保連携型認定こども園教育・保育要領
（2017）５）において、「幼児期の終わりまでに育って
ほしい姿」とはすなわち10の姿に整理された「健康な
心と体」・「自立心」・「協同性」・「道徳性・規範意識の
芽生え」・「社会生活との関わり」・「思考力の芽生え」・
「自然との関わり・生命尊重」・「数量や図形、標識や
文字などへの関心・感覚」・「言葉による伝え合い」・
「豊かな感性と表現」として記載されている。これら
は、活動全体を通して資質・能力が育まれている幼児
の幼稚園修了時の具体的な姿であり、教師が指導を行
う際に考慮するものである（幼稚園教育要領，2017１） 、 
とされている。ここに含まれる資質・能力とは、３つ
の「幼児教育において育みたい資質・能力」（幼稚園
教育要領解説，2018２） でありすなわち、「知識及び
技能の基礎」・「思考力、判断力、表現力等の基礎」・
「学びに向かう力、人間性等」である。これらの資
質・能力に関して無藤（2017）３）は、「具体的には、
５領域の『ねらい』に反映され、『内容』に示された
活動の中で育ち、幼児教育の修了からさらに小学校
へと伸びていきます。その年長児から小学校にかけて
（さらにその後の）子どもの成長していく様子が、こ
の10の姿を通して示されています」と解説している。
10の姿や３つの資質・能力、５領域を列挙してきた
が、これらの関係性について無藤（2018）６）は、10の
姿は「５つの領域におけるねらい及び内容に基づいて、
各園で、幼児期にふさわしい遊びや生活を積み重ねる
ことにより、『幼稚園教育において育みたい資質・能
力』が育まれている幼児の具体的な姿であり、特に５
歳児後半に見られるようになる姿」と解説している。
そして、「５歳児だけでなく、３歳児、４歳児それぞ
れの時期にふさわしい指導の積み重ねが『幼児期の終
わりまでに育ってほしい姿』につながっていきます」
と加えている。さらに無藤（2018）６）はその留意点と
して、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は到
達すべき目標ではなく、個別に取り出されて指導され
るべきものではないことを解説している。
３．評価について
幼稚園教育要領（2017）１） では、評価に関して
FIGURE２のように記されている。
評価に関して無藤（2017）３）は、一人一人のよさや
可能性を評価するこれまでの幼児教育における評価の
考え方を維持すること、その上で各領域の「ねらい」
のほか、５歳児については「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」を踏まえた視点を新たに加えること
と解説している。そして、評価は指導の改善へと発展
していき、その過程において、子どもの様子の多様な
捉え方が生まれ、子ども理解が広がり、それに応じて
指導も新たなものとなっていくとしている。
よって評価においても、「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」を踏まえた視点が必要になったと言
える。
４．本研究の目的
以上より、平成30年度から幼稚園においては、「幼
児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえ教育
課程を編成し、その視点も踏まえて実施状況を評価し、
次回の教育課程の編成に反映することを、カリキュラ
ム・マネジメントの一環として実施することが求めら
れていると言える。このサイクル、つまり記録と評
価・改善の過程に関して無藤（2017）３）は、膨大で精
密な手間のかかる手法は実際の現場では使いようがな
いため、簡便ながら、改善につながる手法や用い方が
重要だと述べている。
そこで本研究では、園における行事・活動が「幼児
期の終わりまでに育ってほしい姿」のどの姿に繋がる
活動となっていたのかを、それらをクロスした表を
チェックしながら評価することで、教育課程全体を俯
瞰し、次回の教育課程編成の一助とするべく検討する
ことを目的とする。この試みにより、「幼児期の終わ
りまでに育ってほしい姿」と行事・活動の関連が可視
化され、その質的・量的検討も可能になると考えられ
第４　指導計画の作成と幼児理解に基づいた評価
４　幼児理解に基づいた評価の実施
幼児一人一人の発達の理解に基づいた評価の実施に当
たっては、次の事項に配慮するものとする。
（1）指導の過程を振り返りながら幼児の理解を進め、幼
児一人一人のよさや可能性などを把握し、指導の改善
に生かすようにすること。その際、他の幼児との比較
や一定の基準に対する達成度についての評定によって
捉えるものではないことに留意すること。
（2）評価の妥当性や信頼性が高められるよう創意工夫を
行い、組織的かつ計画的な取組を推進するとともに、
次年度又は小学校等にその内容が適切に引き継がれる
ようにすること。
FIGURE２　評価の実施について
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る。また、一度表を作成し、日々の評価の一環として
そのような簡易なチェックを行っていくことで、活動
と「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」との関連
を記録できるようになるため、将来的にこの方法が実
用化されれば、この方法は「簡便ながら、改善につな
がる手法」（無藤，2017３） になり得る可能性も高い。
カリキュラム・マネジメントにおいて「幼児期の終
わりまでに育ってほしい姿」の視点を考慮する根拠は
以上までに確認してきた通りであるが、他にも利点が
ある。それは小学校教員との視点の共有化の点におい
てである。幼稚園教育要領（2017）１）では、小学校教
育との接続に当たっての留意事項として、「幼稚園教
育において育まれた資質・能力を踏まえ、小学校教育
が円滑に行われるよう、小学校の教師との意見交換や
合同の研究の機会などを設け、『幼児期の終わりまで
に育ってほしい姿』を共有するなど連携を図り、幼稚
園教育と小学校教育との円滑な接続を図るよう努める
ものとする」と記されている。この点について無藤
（2018）６）は、「幼稚園と小学校では、子どもの生活
や教育方法が異なります。このような生活の変化に子
どもが対応できるようになっていくことも学びの一つ
として捉え、教師は適切な指導を行うことが必要です。
（中略）教師同士が『幼児期の終わりまでに育ってほ
しい姿』を共通の観点として、子どもの成長を共有し
ていくのです。（中略）『幼児期の終わりまでに育って
ほしい姿』を手掛かりに、幼児の成長を捉え、小学校
の教師と子どもの姿のイメージを共有するのです」と
解説している。よって、園における行事・活動が「幼
児期の終わりまでに育ってほしい姿」のどの姿に繋が
る活動となっていたのかを評価し、俯瞰できるように
集約しておくことは、小学校教員とのその共有の助け
となり、結果として、小学校教育への接続も円滑に行
えるようになるという利点が生じると言える。
なお、無藤（2017）３）が述べるように「保育者は、
幼児教育において育みたい資質・能力を念頭に置いて
環境を構成し、このような学びの過程の中で、クラス
としての在り方と一人一人の在り方、そして個人ごと
の違いにも着目しながら、総合的に指導していくこと
が必要」であり、そこで見られる幼児個人の育ちは無
視できない。しかし本稿は、教育課程を「幼児期の終
わりまでに育ってほしい姿」の視点から俯瞰すること
を目的としているため、幼児一人一人の発達に応じた
理解・評価がなされていることは前提として論を進め
ることとする。
以上の目的のもと、本研究で作成する表を以降、カ
リキュラム評価表と呼ぶこととする。
Ⅱ　カリキュラム評価表の作成
１．作成にあたって
（1）対象
羽陽学園短期大学附属大宝幼稚園の３歳児、４歳児、
５歳児における2018年１学期（４月から７月）の行
事・活動を対象とした。「幼児期の終わりまでに育っ
てほしい姿」は５歳児後半に見られる姿とされている
が、５歳児に限らず、３歳児、４歳児それぞれの時期
にふさわしい指導の積み重ねが「幼児期の終わりまで
に育ってほしい姿」につながっていくと考えられてい
ることから（無藤，2018６） 、その意義を鑑み、本稿
では、３歳児、４歳児、５歳児の行事・活動を対象と
し、作成することとした。
（2）手続き
８月下旬に１学期分の期間をまとめて評価し、作
成した。その評価・作成は、幼稚園教育要領解説
（2018）２）を随時参照しながら、当園の該当学年・期
間の週案収録、また当園の園内研修資料、さらに各学
年クラスに携わる担任教諭の観点に基づき行われた。
そこに齟齬が生じた際には、本稿執筆者間で協議し、
その統一が図られた。
表の各行には行事・活動を配し、各列には「幼児
期の終わりまでに育ってほしい姿」を配した。各行
事・活動の実施状況とそこにおける幼児の姿を踏まえ、
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」のどの姿に
つながるかを評価し、その該当箇所をチェック、つま
り○印を付した。
本稿では「幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿」の視点から園活動を評価することを主としてい
るが、開（2018）７）が５領域のねらい及び内容と３つ
の資質・能力の関連における曖昧性が、計画を立て
ねらい及び内容を文章化することを困難にしている
と問題提起しているように、そこに「幼児期の終わ
りまでに育ってほしい姿」も含め、５領域のねらい
及び内容と３つの資質・能力の関係性をカリキュラ
ム評価表に反映させておくことは、実際の教育計画
におけるねらい及び内容の記述をする上で有益なも
のとなり、その直接的な評価につなげることも可能
になると考えられる。この点と、前述の、３つの資
質・能力は具体的に５領域の「ねらい」に反映され、
「内容」に示された活動の中で育つ（無藤，2017３）  
と解釈する点を踏まえるならば、カリキュラム評
価表は「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
に合わせ、５領域も反映させたものとすることが好
ましいであろう。そこで本稿では、幼稚園教育要
領解説（2018）２）、無藤（2017）３） と津金（2017）８） 
よる解説、開（2018）７）が作成した「乳幼児期から幼
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児期さらに小学校以降の児童期へのつながりを見通す
概念図」をもとに、「幼児期の終わりまでに育ってほ
しい姿」が主に関連する領域を定めた上で、「幼児期
の終わりまでに育ってほしい姿」の視点に基づき、評
価することとした。
２．カリキュラム評価表
上記の手続きに基づいて作成されたカリキュラム評
価表をTABLE１（３歳児クラス）、TABLE２（４歳
児クラス）、TABLE３（５歳児クラス）に示す。な
お各表においては、行事・活動を「経験する活動」と
記載し、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を
「10の姿」と記載している。
そして○印の合計数を、経験する活動別、週別、月
別、さらには１学期を通しての10の姿別、５領域別で
付した。
TABLE１　カリキュラム評価表〔３歳児クラス〕
【１学期】
５領域と10の姿
経験する活動
健康 人間関係 環境 言葉 表現
活動別
合計
週別
合計
月別
合計健康な
心と身体 自立心 協同性
道徳性・
規範意識
の芽生え
社会生活
との関わり
思考力の
芽生え
自然との
関わり・
生命尊重
数量・図
形、文字
等への関
心・感覚
言葉による
伝え合い
豊かな
感性と
表現
４月
第１週
入園式 ○ ○ 2
20
42
始業式 ○ ○ 2
幼稚園での生活の流れや過
ごし方を知る ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
食事の摂り方を知る ○ ○ 2
園内・園庭めぐり ○ ○ ○ 3
用品の使い方を知り、遊ぶ
（自由画帳、クレヨン、粘土） ○ ○ ○ ○ ○ 5
第２週
園外保育（花見） ○ ○ ○ 3
11
母の日に向けた活動（プレ
ゼント制作、絵を描く） ○ ○ ○ ○ 4
制作（ちょうちょ、こいの
ぼり） ○ ○ ○ 3
身体測定 ○ 1
第３週
母の日に向けた活動（プレ
ゼント制作） ○ ○ ○ ○ 4
11
制 作（ラ ー メ ン、 ス パ ゲ
ティ） ○ ○ 2
誕生会 ○ ○ 2
引き渡し訓練 ○ ○ ○ 3
５月
第４週
園生活のリズムを取り戻す ○ ○ 2
12
53
用品の使い方を知る（ハサ
ミ、のり） ○ ○ ○ ○ ○ 5
母の日に向けた活動（プレ
ゼントを持ち帰る） ○ ○ ○ 3
レタス、ピーマン、トマト
を植える ○ ○ 2
第５週
用品の使い方を知る（ハサミ） ○ ○ ○ 3
10栽 培 物 の 観 察（レ タ ス、ピーマン、トマト、きゅう
り、パプリカ、ひまわり）
○ ○ ○ ○ ○ 5
避難訓練 ○ ○ 2
第６週誕生会 ○ ○ 2
9制作（カエル） ○ ○ ○ 3
栽培物の観察（ひまわり） ○ ○ ○ ○ 4
第７週
なかよし会 ○ ○ ○ 3
24
父の日に向けた活動（顔を
描く） ○ ○ ○ ○ 4
用品の使い方を知る（ハサ
ミ、のり） ○ ○ ○ 3
栽培物の観察 ○ ○ ○ ○ 4
かもしかクラブ発表会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8
26
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６月
はだしでの生活の仕方を知る ○ ○ 2
77
第８週
朝の会 ○ 1
15
父の日に向けた活動（プレ
ゼント制作） ○ ○ ○ ○ 4
栽培物の観察 ○ ○ ○ ○ 4
眼科検診 ○ ○ 2
歯科検診 ○ ○ 2
内科検診 ○ ○ 2
第９週
父の日に向けた活動（プレ
ゼント制作） ○ ○ ○ ○ 4
18
七夕に向けた活動（七夕飾
り制作） ○ ○ ○ ○ 4
栽培物の観察 ○ ○ ○ ○ 4
身体測定 ○ 1
制作（輪投げ） ○ ○ ○ ○ ○ 5
第
10週
七夕に向けた活動（七夕飾
り制作） ○ ○ ○ ○ 4
27
身体測定 ○ ○ ○ 3
園外保育（庄内空港） ○ ○ ○ ○ ○ 5
誕生会 ○ ○ 2
栽培物の観察 ○ ○ ○ ○ 4
どろんこ遊び ○ ○ ○ ○ ○ 5
リトミック ○ ○ ○ ○ 4
第
11週
スマイルデー ○ ○ 2
15
プール、水、泥遊び ○ ○ ○ ○ 4
七夕に向けた活動（七夕飾
り制作） ○ ○ ○ ○ 4
園外保育（駅） ○ ○ ○ ○ ○ 5
７月
第
12週
プール、水遊び ○ ○ ○ ○ 4
18
63
な つ ま つ り に 向 け た 活 動
（チケット入れ制作、なつ
まつりごっこ、かき氷）
○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
制作（さかな） ○ ○ ○ ○ 4
リトミック ○ ○ ○ ○ 4
第
13週
七夕誕生会 ○ ○ 2
24
プール、水遊び ○ ○ ○ ○ 4
制作（あさがお） ○ ○ ○ ○ 4
な つ ま つ り に 向 け た 活 動
（チケット入れ制作、なつ
まつりごっこ、かき氷）
○ ○ ○ ○ ○ 5
ダンスレッスン ○ ○ ○ ○ 4
身体測定 ○ 1
なつまつり ○ ○ ○ ○ 4
第
14週
プール、水遊び ○ ○ ○ 3
21
絵画（なつやさい） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
にこにこ畑パーティー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
スマイルデー ○ 1
終業式 ○ ○ ○ ○ ○ 5
10の姿別合計 32 29 17 8 24 10 27 9 39 40 235
５領域別合計 32 78 70 48 40 268
27
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TABLE２　カリキュラム評価表〔４歳児クラス〕
【１学期】
５領域と10の姿
経験する活動
健康 人間関係 環境 言葉 表現
活動別
合計
週別
合計
月別
合計健康な
心と身体 自立心 協同性
道徳性・
規範意識
の芽生え
社会生活
との関わり
思考力の
芽生え
自然との
関わり・
生命尊重
数量・図
形、文字
等への関
心・感覚
言葉による
伝え合い
豊かな
感性と
表現
４月
第１週
入園式 ○ ○ 2
26
50
始業式 ○ ○ ○ 3
新しい生活の仕方を知る ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
用品の使い方を確認する ○ ○ ○ ○ 4
散歩 ○ ○ ○ ○ ○ 5
制作（たんぽぽ） ○ ○ ○ 3
週末整理 ○ ○ ○ 3
第２週
母の日に向けた活動（顔描き） ○ ○ ○ ○ 4
13
散歩 ○ ○ ○ ○ ○ 5
制作（ちょうちょ、こいの
ぼり） ○ ○ ○ 3
身体測定 ○ 1
第３週
母の日に向けた活動（プレ
ゼント制作） ○ ○ ○ 3
11散歩 ○ ○ ○ ○ ○ 5
制作（こいのぼり） ○ ○ 2
誕生会 ○ 1
５月
第４週
当番活動 ○ ○ ○ ○ 4
18
82
制作（かたつむり） ○ ○ ○ 3
散歩 ○ ○ ○ ○ ○ 5
母の日に向けた活動（プレ
ゼント制作、渡し方の相談） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
第５週
朝の会 ○ 1
14
遠 足 に 向 け た 活 動（遠 足
ごっこ、しおり作り） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
制作（かたつむり） ○ ○ ○ 3
身体測定 ○ 1
避難訓練 ○ ○ 2
第６週
誕生会 ○ 1
19
遠 足 に 向 け た 活 動（遠 足
ごっこ、しおり作り） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
散歩 ○ ○ ○ 3
えいごであそぼう ○ ○ 2
いちご狩り ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
第７週
なかよし会 ○ ○ 2
35
絵画（家族の顔） ○ ○ ○ 3
グループ制作（傘） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
制作（かたつむり） ○ ○ ○ 3
かもしかクラブ発表会 ○ ○ ○ ○ ○ 5
絵本を借りる ○ ○ ○ ○ 4
探検マップ作り ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8
衣替え ○ 1
週末整理 ○ ○ ○ 3
第８週
朝の会 ○ 1
20
絵画（家族の絵） ○ ○ ○ 3
園外保育（図書館） ○ ○ ○ 3
眼科検診 ○ 1
父の日に向けた活動（プレ
ゼント制作） ○ ○ ○ 3
制作（しずく） ○ ○ ○ ○ 4
尿検査 ○ 1
えいごであそぼう ○ ○ 2
歯科検診 ○ 1
28
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６月
内科検診 ○ 1
74
第９週
父の日に向けた活動（プレ
ゼント制作） ○ ○ ○ ○ 4
13グループ制作（傘） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
視力検査 ○ 1
リトミック ○ ○ 2
第
10週
制作（ひたし染め） ○ ○ 2
21
七夕に向けた活動（七夕飾
り制作） ○ ○ ○ ○ 4
散歩 ○ ○ ○ ○ ○ 5
誕生会 ○ 1
泥んこ遊び ○ ○ ○ ○ 4
身体測定 ○ 1
水、色水、しゃぼん玉遊び ○ ○ ○ ○ 4
第
11週
スマイルデー ○ 1
16
プール、水、泥んこ遊び ○ ○ ○ ○ 4
七夕に向けた活動（七夕飾
り制作） ○ ○ ○ ○ 4
えいごであそぼう ○ ○ 2
散歩 ○ ○ ○ ○ ○ 5
７月
第
12週
プール、水遊び ○ ○ ○ ○ 4
20
78
七夕に向けた活動（七夕飾
り制作） ○ ○ ○ ○ 4
な つ ま つ り に 向 け た 活 動
（なつまつりごっこ） ○ ○ ○ ○ 4
散歩 ○ ○ ○ ○ ○ 5
園外保育（七夕） ○ ○ ○ 3
第
13週
七夕誕生会 ○ 1
34
プール、水遊び ○ ○ ○ ○ 4
な つ ま つ り に 向 け た 活 動
（チケット入れ制作、なつ
まつりごっこ）
○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
絵画（植物） ○ ○ ○ 3
散歩 ○ ○ ○ ○ ○ 5
ダンスレッスン ○ ○ ○ 3
えいごであそぼう ○ ○ 2
リトミック ○ ○ 2
大掃除 ○ ○ ○ ○ 4
なつまつり ○ ○ ○ ○ 4
第
14週
プール遊び ○ ○ ○ 3
24
絵画（草花） ○ ○ ○ 3
にこにこ畑パーティー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
大掃除 ○ ○ ○ ○ 4
スマイルデー ○ 1
流しそうめん ○ ○ ○ ○ ○ 5
終業式 ○ ○ 2
10の姿別合計 36 39 32 26 30 9 26 4 37 45 284
５領域別合計 36 127 69 41 45 318
29
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TABLE３　カリキュラム評価表〔５歳児クラス〕
【１学期】
５領域と10の姿
経験する活動
健康 人間関係 環境 言葉 表現
活動別
合計
週別
合計
月別
合計健康な
心と身体 自立心 協同性
道徳性・
規範意識
の芽生え
社会生活
との関わり
思考力の
芽生え
自然との
関わり・
生命尊重
数量・図
形、文字
等への関
心・感覚
言葉による
伝え合い
豊かな
感性と
表現
４月
第１週
入園式 ○ ○ 2
20
68
始業式 ○ ○ ○ 3
制作（誕生表、ちゅうりっ
ぷ） ○ ○ ○ ○ 4
用品の使い方を確認する
（クレヨンえんぴつ、絵の具） ○ ○ ○ ○ 4
マラソン ○ ○ ○ ○ 4
散歩 ○ ○ ○ 3
第２週
園外保育（赤川花見） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
33
当番のグループ決め ○ ○ ○ ○ ○ 5
制作（こいのぼり、かぶと） ○ ○ ○ 3
身体測定 ○ 1
母の日に向けた活動（顔を
描く） ○ ○ ○ 3
園外保育（図書館） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
リレー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
第３週
母の日に向けた活動（話し
合い、プレゼント制作） ○ ○ ○ ○ 4
15キッズサッカー ○ ○ ○ ○ 4
誕生会 ○ 1
園外保育（図書館） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
５月
第４週
じゃがいも植え ○ 1
35
117
母の日に向けた活動（プレ
ゼント制作、渡し方の相談） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
遠足に向けた活動（しおり
制作） ○ ○ ○ ○ 4
にこにこ広場へ向けた活動
（プレゼント制作） ○ ○ ○ 3
キッズサッカー ○ ○ ○ 3
えいごであそぼう ○ ○ 2
田植えの話 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
羽黒山の話 ○ ○ 2
園外保育（田植え） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
第５週
朝の会 ○ 1
28
遠足に向けた活動（しおり
作り） ○ ○ ○ ○ ○ 5
な か よ し 会 に 向 け た 活 動
（プレゼントの相談、メダ
ル制作）
○ ○ ○ ○ ○ 5
制作（にじの絵） ○ ○ ○ 3
マラソン ○ ○ ○ ○ 4
身体測定 ○ 1
避難訓練 ○ 1
遠足（羽黒山） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8
第６週
誕生会 ○ 1
20
な か よ し 会 に 向 け た 活 動
（プレゼント制作、進め方
の相談、お知らせ、練習）
○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
あさがお植え ○ 1
制作（羽黒山の石段作り） ○ ○ ○ ○ 4
短縄 ○ ○ ○ 3
皆でジャンプ ○ ○ ○ ○ ○ 5
なかよし会 ○ ○ ○ 3
父の日に向けた活動（顔を
描く） ○ ○ ○ 3
30
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第７週
かもしかクラブ発表会 ○ ○ ○ ○ ○ 5
39
えいごであそぼう ○ ○ 2
ボール送り ○ ○ ○ ○ 4
皆でジャンプ ○ ○ ○ ○ 4
マラソン3周 ○ ○ ○ ○ 4
短縄 ○ ○ ○ 3
お と ま り 会 に 向 け た 活 動
（おとまり会の話、グルー
プ決め）
○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
６月
絵本貸し出し ○ ○ ○ ○ 4
115
衣替え ○ 1
第８週
朝の会 ○ 1
30
お と ま り 会 に 向 け た 活 動
（グ ル ー プ 決 め、 名 前 決
め、係決め）
○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
制作（かたつむり、さくら
んぼ ○ ○ ○ ○ 4
眼科検診 ○ 1
花、あずき、大豆植え ○ 1
マラソン ○ ○ ○ ○ 4
キッズサッカー ○ ○ ○ ○ 4
尿検査 ○ 1
えいごであそぼう ○ ○ 2
歯科検診 ○ 1
内科検診 ○ 1
絵本貸し出し ○ ○ ○ ○ 4
第９週
父の日に向けた活動（プレ
ゼント制作） ○ ○ ○ 3
26
お と ま り 会 に 向 け た 活 動
（グループ決め、グループ
活動、話し合い）
○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
えいごであそぼう ○ ○ 2
園外保育（美咲公園） ○ ○ ○ ○ 4
リレー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
マラソン ○ ○ ○ ○ 4
第
10週
七夕に向けた活動（七夕飾
り制作） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
34
お と ま り 会 に 向 け た 活 動
（グ ル ー プ 活 動、 進 行 練
習、電話をかける）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
誕生会 ○ 1
身体測定 ○ 1
絵本貸し出し ○ ○ ○ ○ 4
マラソン ○ ○ ○ ○ 4
リレー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
泥んこ遊び ○ ○ ○ ○ 4
第
11週
スマイルデー ○ 1
20
プール、水遊び ○ ○ ○ ○ 4
お と ま り 会 に 向 け た 活 動
（グ ル ー プ 活 動、 買 い 出
し、シーツ畳み、会場準備）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
おとまり会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8
第
12週
七夕に向けた活動（プラネ
タリウム、歌・楽器遊び） ○ ○ ○ ○ ○ 5
23
園外保育（プラネタリウム） ○ ○ ○ 3
にこにこひろば ○ ○ ○ 3
えいごであそぼう ○ ○ 2
な つ ま つ り に 向 け た 活 動
（チケット入れ制作） ○ ○ ○ ○ 4
観察画 ○ ○ ○ 3
園外保育（七夕） ○ ○ ○ 3
七夕誕生会 ○ 1
31
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Ⅲ　討　論
本研究の目的は、カリキュラム評価表の作成、つま
り園における行事・活動が「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」のどの姿に繋がる活動となっていた
のかを評価する表を作成し、カリキュラム・マネジメ
ントへの有効性の検討を行うことであった。
まず、カリキュラム評価表を作成後に各学年担任か
ら得られた当該表に関する所感の要旨をFIGURE３に
示す。
なお、羽陽学園短期大学附属大宝幼稚園の各学年
の園児数等をTABLE４に示す。よってFIGURE３は、
当該園児数を指導対象とする３歳児から５歳児各担任
から得られた所感の要旨である。
それらの所感を見ると、各行事・活動、すなわち経
験する活動と「幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿」との関連性が捉えやすくなり、結果として活動に
おける課題発見や目標設定が明確になったというカリ
キュラム評価表の長所が確認できる。実際にTABLE
１（３歳児クラス）、TABLE２（４歳児クラス）、
TABLE３（５歳児クラス）から、経験する活動と
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」との関連性
は一目瞭然であり、そこには経験する活動と幼児の育
７月第
13週
な つ ま つ り に 向 け た 活 動
（チケット入れ制作、なつ
まつりごっこ）
○ ○ ○ ○ ○ 5
45 97
プール、水遊び ○ ○ ○ ○ 4
観察画 ○ ○ ○ 3
ダンスレッスン ○ ○ ○ 3
にこにこ畑パーティーに向
けた活動（相談、おさそい） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
キッズサッカー ○ ○ ○ ○ 4
リレー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
みそカビとり ○ ○ 2
いもほり ○ 1
身体測定 ○ 1
大掃除 ○ ○ ○ 3
なつまつり ○ ○ ○ ○ 4
第
14週
プール、水遊び ○ ○ ○ ○ 4
29
観察画 ○ ○ ○ 3
リレー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
にこにこ畑パーティー ○ ○ ○ ○ ○ 5
流しそうめん ○ ○ ○ ○ ○ 5
大掃除 ○ ○ ○ 3
スマイルデー ○ 1
終業式 ○ 1
10の姿別合計 45 62 41 40 29 22 28 15 60 55 397
５領域別合計 45 172 94 75 55 441
【長　所】
・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」に関する育
ちが一目で分かり、時系列で捉えやすい。
・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を見通して
計画を立てることができる。
・現在までの取り組みをしっかりと振り返ることがで
き、課題と今後の目標が捉えやすい。
・保育者の計画について、評価できる点と課題点が明確
になる。
【今後の改善点】
・各学年における当該学期の目標も併記されていると、
評価も明確になるのではないか。
・取り組んだ課題に対する課題も併記すると良いのでは
ないか。
・当初の計画では「幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿」につながる幼児の姿が見られることを意図してい
たが、実際には確認されなかった所は、例えば「●」
等の記号でチェックすると良いのではないか。また、
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」につながる
幼児の姿が多分に確認された場合は、例えば「◎」で
チェックするなどチェック記号を複数使用すると、ね
らいに対する評価やその活動の特色がより鮮明に表れ
るのではないか。
・それぞれの活動の関連性も反映できると良いのではな
いか。
FIGURE３　カリキュラム評価表を作成して得られた所感
TABLE４　園児数と教員の配置人数
年次 園児数 教員数
２歳児 14名 ３名
３歳児 32名 ２名
４歳児 34名 ２名
５歳児 30名 ２名
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ちの質が表れていると言えよう。この点からカリキュ
ラム評価表は、津金（2017）８）が「『幼児期の終わり
までに育ってほしい10の姿』などを日頃の生活や遊び
から、もう一度、捉え直してみると、幼児の学びの過
程、その過程における学びの質が見えてくる」と述べ
るところを簡潔に具現化したものであると言うことが
できる。また、TABLE１、TABLE２、TABLE３に
付された「○」の数の合計を見ていくと、育ちの質と
共にその量も容易に確認することができる。各年次に
おいて、一つ一つの行事・活動が「幼児期の終わりま
でに育ってほしい姿」のいくつの姿に繋がるか、それ
が週単位ではどうか、月単位ではどうか、さらに１学
期を通してどの姿に繋がる育ちがどのくらい見られた
かを数値で確認することができる。さらにTABLE１、
TABLE２、TABLE３を比較すれば、３歳から５歳
に年齢を重ねるにつれ、「幼児期の終わりまでに育っ
てほしい姿」に繋がる姿、あるいは５歳児では「幼児
期の終わりまでに育ってほしい姿」の確認が増大して
いくことも見て取れる。これらから、カリキュラム評
価表は「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏
まえた視点をもって、日・週・月・学期・年間におけ
る行事・活動すなわち経験する活動の質・量のバラン
スや配置、調整の検討にあたって、有効な資料となる
と考えられる。よって、カリキュラム評価表を作成す
ることは、実際に「幼児期の終わりまでに育ってほし
い姿」と各行事・活動の関連を可視化し、その質的・
量的検討を可能にするため、カリキュラム・マネジメ
ントにおける評価の一環として行う意義があるだろう。
経験する活動の内容やねらいは従来の５領域に沿っ
たものであったが、カリキュラム評価表を確認する
と、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」に繋が
る育ちを評価できたことがわかる。このことは津金
（2017）８）が述べるような、幼児一人一人について
「育ちを見据え、今発達に必要な体験は何か、という
幼児の行動の理解と予想の基に、幼児が考えたり、判
断したりできるような機会を保育者が意図的に指導計
画の中に織り込み、保育者の援助を考え、保育展開し
ていた」実践があったからであると考えられ、また、
無藤（2018）６）が「幼児期の終わりまでに育ってほし
い姿」は「５つの領域におけるねらい及び内容に基
づいて、各園で、幼児期にふさわしい遊びや生活を積
み重ねることにより、『幼稚園教育において育みたい
資質・能力』が育まれている幼児の具体的な姿」であ
り、「５歳児だけでなく、３歳児、４歳児それぞれの
時期にふさわしい指導の積み重ねが『幼児期の終わり
までに育ってほしい姿』につながっていきます」と述
べることを支える傍証になると考えられる。幼児一人
一人の育ちを捉えることはもちろん、教育計画の検討
にあたりカリキュラム評価表を活用することによって、
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の視点を踏
まえることができ、かつそこには５領域との関連性も
示されているため、その「ねらい」と「内容」に基づ
く表現への翻訳も容易となるだろう。よって逆に言え
ば、その計画においては従来の５領域に基づく表現で
ねらいをそのまま記載することができると言え、さら
にそうすることで、無藤（2018）６）が指摘する「幼児
期の終わりまでに育ってほしい姿」は「個別に取り出
されて指導されるべきものではない」という留意点に
も準じていることになると言える。
なお、カリキュラム評価表を作成する評価行為自体
にも利点がある。手法は異なるが、教育課程が日々の
保育活動や幼児の姿にどのように結び付いているか振
り返ってみることで保育実践力の向上を試みた研究を
行った朴（2017）９）は、その過程で保育者は、「保育
者自身の保育を振り返る内容」・「それまでの子どもた
ちの育ちを振り返る内容」・「園の年間指導計画の実践
的な理解に関する内容」・「他者との話し合いをとおし
て振り返る内容」に関する気付きを得たと報告してい
る。FIGURE３からもその一部を垣間見ることができ
ることから、日々の保育活動と幼児の姿との結びつき
を評価することは、保育者の資質向上にも繋がること
を示唆している。
今回作成したカリキュラム評価表の利点は以上の通
りであるが、一方、改善できる点や留意すべき事項も
ある。
FIGURE３に示した今後の改善点を見ると、具体的
で実現可能な案が出されていることが分かる。「『幼児
期の終わりまでに育ってほしい姿』につながる幼児の
姿が多分に確認された場合は、例えば「◎」でチェッ
クするなどチェック記号を複数使用」すること、ある
いはその程度により、例えば「１」～「５」の数値で
評価することは、評価が若干複雑化はするが、さらな
る質的・量的な検討を可能にすると予想できる。また、
カリキュラム評価表を、その内容検討の後、次年度の
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を反映した
カリキュラム表として一部転用する場合、「各学年に
おける当該学期の目標を併記」し、「『幼児期の終わり
までに育ってほしい姿』につながる幼児の姿が見られ
ることを意図していたが、実際には確認されなかった
所は例えば『●』等の記号でチェックする」ようにす
れば、ねらいと評価の整合性も確認しやすくなるだろ
う。これらは今後、続く学期のカリキュラム評価表作
成、そして次年度カリキュラム表作成にあたって試行
すべき価値が大いにある。
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また評価全般に関しての話題ともなるが、評価の妥
当性とその方法については留意せねばならない。今
回のカリキュラム評価表（TABLE１、TABLE２、
TABLE３）を見ると、10の姿において「数量・図形、
文字等への関心・感覚」に繋がる姿があまりチェック
されていないことが確認できる。もしかしたら、例え
ば、とある制作活動において折り紙を２枚選ぶ、とい
うような内容が含まれ、幼児が１枚目、２枚目と数え
ながら準備した場合、これは「数量・図形、文字等へ
の関心・感覚」に繋がる姿も見られた活動であったと
評価できるだろう。すると他の種々の活動においても、
当該項目にさらにチェックを入れることができるよう
になる可能性もある。この点を考慮すると、各保育者
が評価を重ねて熟達することと、例えば初任者からベ
テラン保育者までが協働して評価に当たる等、その妥
当性を追求し続けることが求められるだろう。
しかし一方、チェック箇所が増えることは、活動を
通しての育ちの可視化を曖昧にしてしまう可能性もあ
る。「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」に繋が
る姿や育ちを万遍なくチェックすべきなのか、活動の
特色を際立たせたり育ちの焦点化を意図したりするた
めにチェック箇所数に制限を設けるべきなのか、ある
いは、その差を可視化するために上述のように「○」
を「１」～「５」に数値化すべきなのか、これらを
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は「個別に
取り出されて指導されるべきものではない」という留
意点を踏まえながら協議すべき余地がある。
さらに、カリキュラム評価表を一資料にし、転用し
て次回のカリキュラム表を作成する場合にも留意点が
ある。それは、「幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿」の視点を踏まえた計画を立案してもそれは所詮計
画であるため、その姿にこだわりすぎることなく、構
成された環境における遊びを通しての幼児一人一人の
育ちを継続して捉えなければならない点である。この
点に関して、津金（2017）８）は「指導計画はあくまで
も仮説であり、保育者が意図した環境にどのように幼
児がかかわるかは幼児の主体性に任せねばならない」
と注意喚起しており、また本山（2017）10）は「教員が
どれだけ念入りに準備をしても、学習者は教員の意図
どおりに学ぶとは限らないという前提を受け入れるこ
とが重要である。隠れたカリキュラムとして子どもが
各学校や教員の期待するところではない何かを学ぶの
は不可避である。そして、学級担任や授業を行ってい
る教員が自らの実践における隠れたカリキュラムに
よって子どもが何を学んでいるのかを自覚するのは容
易ではない」と指摘している。カリキュラム評価表に
より可視化されたところ、つまり顕在化したところを
確認すると同時に、可視化されていない潜在的なとこ
ろも幼児の育ちを捉える上では意識せねばならないだ
ろう。
先述のように、カリキュラム評価表は小学校教員と
子どもの育ちのイメージを共有するツールにもなる。
当該評価表が、カリキュラム・マネジメントや保育者
の資質向上、幼小連携等において、子どもに利するた
めに多様な場面で活用されることを期待したい。
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SUMMARY
Yoshimasa  OZEKI,
Tomo  INOUE,
Satomi  NAKAMURA,
Kaori  KATO,
Misako  SASAKI,
Yukari  KAKUYA:
Making of a Curriculum Evaluation List for Curriculum Management in Kindergarten
　　　The aim of this study was to consider the effectiveness to the curriculum management by making of a 
curriculum evaluation list (this list is assessed what had become an activity that raises any appearance of child 
raising that we want by the end of childhood.) As a result, the curriculum evaluation list could qualitatively and 
quantitatively visualize the role of activities concerning the growth of childs. Accordingly, it was confirmed that 
making the curriculum evaluation list as part of the evaluation in curriculum management had the significance.
 (Y.OZEKI; Uyo Gakuen College,
 T.INOUE, S.NAKAMURA, K.KATO, 
M.SASAKI, Y.KAKUYA; Daiho Kindergarten attached to Uyo Gakuen College) 
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